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新技術の概要
筋電図から張力を推定するローパスフィルタは、遅れが生じる。ベイズ推論に
よる新しい前処理方法を利用することで、簡単な繰り返し計算により高速で精
度良く信号の情報を取り出すことができる。

筋電図を利用したヒューマンインタフェース（技能伝承システムの構築）や医療へ
の応用（リハビリテーション）が期待できる。

本技術のアピールポイント
ノイズに強く立ち上がりも早いことから、遅れ
のないヒューマンインタフェースが構築できる。

筋電信号の高速・高精度な処理技術
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新技術の原理新技術の原理

筋電図を利用したインタフェースを構築する場合、前処理として全波整流の後、ローパスフィル
タを通すことで筋肉の発生している張力を推定し利用することが多い。しかし、ローパスフィル
タによる遅れのため実時間で操作するときに遅れを感じる場合がある。ベイズ推論による新しい
前処理方法を利用することで遅れを減らすことができる（図１）。

図１．前処理した筋電図（実線：新技術による信号、
点線：従来のローパスフィルタによる信号
横軸は時間（秒））

新技術の用途新技術の用途

筋電信号を高速・高精度で処理できることから、図３のような用途が期待できる。

図３．新技術の用途の例

さらにベイズ推論を用いた新技術によると
スパイク状の雑音を抑えることができるた
め、高精度な信号を得ることが可能になる
（図２）。

図２．前処理した筋電図




